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303 IVF 　 at 　Office 304　　　　 1VF −ET 及 びGIFT は児に い かなる影響

を与える か ：出生児129 名の 分析か ら見て

広 島県 ・高橋婦入科 ・HART ク リ ニ ッ ク

高僑克彦、竹中真奈美

自治医大

本山光博、荒木重雄 、佐 山雅 昭、北原 毅人 、

小池俊光 、出居貞義 、玉田太朗

【目的】 体外 受精 、 胚 移殖 （IVF ）や 顕微授精が 無

床診療 所で 安金 か つ 効 率的 に 実施 で きる こ とを 報

告 す る。【方法】ビ ル 3階の 無床診療所に て 1990年

10月よ り 1992年 8月迄 に IVF を 306 名 の 思 者 に

516周期施行 した
。 原 則 と して 日曜日は採卵 s 胚移

植は 実施 しな い が 、祝日は行な っ て い る。 卵巣 刺 激

法 は GnRH 十 HMG 　I　ong 法を主 としHC 　G 投与年6
〜

38時間後 に 採卵を 行 な う。 採 卵 は 局 所麻 酔 に て 実

施 、 採 卵後 1〜2 時間 の 安静で 帰宅、4 日間 の 抗生

物質 を投与 す る 。 採卵 48 時間後 に 胚移殖L2 時 間

の 安静 に て 帰 宅 、 以後 隔 日 の プロ ゲ ス テ ロ ン 投 与 を

行 な い 、胚移嬉後 14 日目に 妊娠反応 を雄行、陽 性

の 場合 は毎週 心拍確認迄超音波検査を行な L丶 そ

の 後希望す る産院 へ 紹介 し て い る。【成 績】中等度

の 卵巣過 剰刺 激症候群以外 に 副作用、合併症 は 認

め て い な い 。 77例の 妊娠 を確 認 （周期 当 り 14．9

％ 、 思者 当 り25．6 ％ ）、内、顕微授精 に て 10名妊 娠

して い る e32 名が 34人の 正 常児 を出産、35名 が

妊 娠継続 中 、
10名 が流産 で あ っ た 。 （13．0 ％ ）

【結論 】大 学、公 的病 暁が週休 2 日 制 に 移行す る 現

在、 IVF の 施行は ます ます難し くt4
っ て い る。 む

しろ個人開 業医院の方 が効率 的 で あ り、ま た 無 床

で も十分 な 成績が 得 られ る事 が 明 ら か と な っ た 。

〔目的〕IVF−ET 及びGIFT に伴 う配偶子 ・胚操作、

そ の 後の多胎妊娠 や 卵巣過 剰剰激症候群等が もた

らす子宮内環境の 腰児に及ほす影 響 が危惧されて

い る 。そ こ で、
．
こ れ ら療法に よ り生まれた児の追

跡調査を行 っ た．　〔方 法〕過去 3年余の IVF−ET 及

び GIFT にょり妊娠 した 且71例の ラち既に 分娩した

98例129 名の 児を対象に した 。妊銀
・分娩経過及び

身体 ・精 神 ・運動磯能発 達 に つ い て 調査 した 。

〔成績〕妊娠雌 時の 治療法 は IVE −ET ・2 ・臥

GIFT78例であっ た 。 多胎は 33例 （34．0％）、
ゴ
早産

24 例 （24・7％ ） 、正 期産 74 例 （75 ，3 ％ ）で あ P
た。主に早産 ・多胎に犇困する低体重児は IOOOg 未

満 5 名 ｛3．9％ ） 、tobo9 以上 15009 未浦6 名（4 ．4

％1 、1500g以上2500g 未満51名 （39．5％ ｝であ っ

た。アプガース コアーは 7点以下 13名、8点以上 116

名で あ っ た。生下時体重 2694± 91g （m ± S．E ）、

身長47A ± O．3cm と有意に 標準を下 まわ っ たが 、 生

後6ヶ 月か ら 1年で の 平均値は標準の それζほほ同

じ程度 であ っ た。精 神 ・運動機 能 を示す 脅樽パ ラ

メーター （四肢の 活動、情動屎応等）の 平均出現

時期は正常の 登育段階の 範囲に あ っ た e し か し、

個々 の 例聖みる と14例 （IO．9％ ）に身体 ・精神
・

運動 発育に遅 延を思 わ せ る例 が認 められた。先天

奇形 と し て ツ ァ ロ in の 4徴、多発奇形、兎唇口 蓋

裂、裂手症が それ ぞ れ
一

側ず つ 認 め られ た。後者

の2例は遺伝的因子 の関与が示 唆された 。　〔結論〕

IVF −ET ・GIFT に より生まれた児は主 に 多胎に 伴う

早産 児が4分 の tを 占め低体垂児の 出現頻度は有意

に高 い 。しかし少数例を除 き生後数カ月以内に身

体猜神発達嘘標準の域に 達す る。心奉形の噐生が 2

例 に 認め られた が、こ れ が偶発 的な もの が否か今

後多数例で の 調査 が必要であ る。
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